
．
愚
考
紹
介

　
　
　
　
密
　
敏
・
奥
　
義
　
　
　
・
　
　
擢
田
雷
斧
署

　
　
　
…
繊
田
大
僻
旧
正
は
一
心
示
の
耐
…
墨
な
り
。
鳳
嚢
に
は
密
敏
細
胴
要
、
繭
…
部
n
薄
茶
羅
㎞
遺

　
　
解
等
の
名
著
を
田
し
（
ム
ツ
悪
弊
敏
痢
｛
義
の
新
著
あ
り
。
…
委
微
振
は
ざ
る
難
界

　
　
を
警
曜
せ
ら
る
エ
は
吾
人
の
感
謝
に
堪
へ
ざ
る
灰
な
り
。
由
來
婆
爵
籍
教
は

　
　
六
大
四
曼
三
密
を
㈹
粗
用
と
な
し
、
此
の
騰
繍
用
の
三
大
は
圓
融
無
擬
な
る

　
　
を
肯
く
博
而
し
て
こ
の
妙
理
を
曾
得
せ
る
も
の
は
2
9
身
に
醗
佛
す
と
鴬
し
、

　
　
凱
身
成
仙
を
為
註
す
。
，
弼
か
も
其
数
相
購
相
典
に
、
謝
り
に
こ
れ
を
嫁
へ
ず
「

　
　
師
費
言
承
に
依
り
以
て
今
日
群
れ
り
。
然
る
に
饒
近
敢
會
の
進
士
μ
作
沿

　
　
逡
に
㎡
拠
嘗
密
一
重
を
し
て
、
秘
霧
を
公
開
せ
し
む
る
に
蓬
れ
り
。
先
年
雪
田
大
俗

　
　
正
衆
鍛
を
鍛
レ
、
東
都
に
於
て
籍
教
の
公
開
二
心
を
卜
し
、
典
講
録
は
、
雨

　
　
部
蔓
茶
羅
通
解
、
密
勲
綱
要
と
レ
て
世
に
行
は
る
。
然
れ
ど
竜
も
と
こ
れ
眞

　
　
醤
密
教
吻
血
者
㊨
蕾
め
に
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
こ
れ
を
以
て
深
秘
な

　
　
る
薦
嘗
密
｛
教
の
粛
奥
義
を
誰
せ
り
と
云
ふ
を
得
ず
。
勿
論
眞
言
衝
㎝
歌
を
し
て
、
遁

　
　
俗
興
に
了
解
せ
し
融
る
上
に
於
て
、
未
曾
有
の
良
謎
た
る
は
、
」
吾
人
の
婁
奮

　
　
を
要
せ
ざ
る
灰
な
り
。
単
磁
の
研
鐙
者
は
、
こ
の
綱
要
短
解
に
止
ま
ら
ず
、

　
　
．
其
奥
義
の
一
端
も
遮
か
に
世
に
綴
で
ん
こ
と
を
鶴
首
し
て
待
て
り
。
果
然
教

弧11

@
　
奥
義
」
乾
場
．
二
巻
丙
午
繊
版
猷
よ
リ
粟
田
せ
ら
る
。
暦
入
は
こ
の
密
激
函
拠
嚢
二

　
　
　
　
　
　
　
　
等
薪
．
　
　
蔚
　
囁
　
紹
　
．
・
脅

巻
に
よ
リ
、
・
軍
素
の
期
待
が
悉
く
充
た
さ
れ
た
り
と
云
ふ
を
得
ざ
れ
ど
も
、

前
二
著
に
蓮
じ
移
る
讃
麿
に
し
て
、
進
ん
で
其
奥
義
を
究
め
ん
と
す
る
墨
徒

に
は
、
得
難
き
一
当
と
二
つ
可
し
。
叉
甫
二
著
に
三
つ
℃
初
砂
て
．
眞
嘗
籍
…
教

の
門
に
入
り
し
毒
の
は
、
本
霧
を
必
ず
繕
か
ざ
る
可
あ
ら
ず
、
警
見
す
る
所

多
大
な
ら
む
。

　
霧
毅
奥
義
は
、
、
乾
坤
二
巷
に
分
ち
、
、
乾
巻
に
於
て
は
、
U
奥
雷
敷
額
旧
離
筆

冒
章
、
附
録
と
し
て
、
豪
密
遮
那
業
＋
條
、
全
担
沸
三
項
を
慰
む
。
坤
巻

に
於
て
は
、
重
言
纂
課
業
醗
箪
百
践
十
九
章
を
牧
む
。
些
し
「
て
こ
は
不
書
の

序
丈
に
も
見
へ
た
・
る
が
如
く
、
…
賀
田
大
至
正
が
ハ
眞
嘗
霧
教
研
鐙
…
五
十
有
僚
年

聞
、
舗
｝
が
見
聞
に
紬
謎
ひ
魯
四
知
に
依
り
、
，
幣
脚
隠
筆
録
せ
ら
れ
も
も
の
な
り
。
故

に
頬
面
綱
要
．
殿
部
曼
茶
羅
通
解
の
「
如
く
秩
序
整
然
た
る
も
の
に
露
ず
、
又

こ
れ
の
み
に
依
っ
て
㎞
奥
蕾
職
士
庶
の
奥
義
を
究
む
る
．
こ
と
も
困
難
な
り
。
併
し

前
に
も
強
べ
し
如
や
、
内
外
學
徒
の
必
讃
を
要
す
る
も
の
な
り
。
面
こ
、
に

　
一
言
す
べ
き
は
、
密
敏
に
は
、
」
弘
法
大
師
に
よ
っ
て
傳
へ
ら
る
蕊
脈
の
眞
冒

宗
の
鱗
葉
、
即
ち
東
寺
一
派
の
密
教
、
魯
涌
に
東
密
と
云
ふ
も
の
と
、
憾
敏

大
師
に
よ
っ
て
羅
へ
ら
る
Σ
所
の
天
台
宗
の
轡
教
、
潜
通
に
台
霧
と
稽
せ
ら

．
－
る
、
も
の
と
あ
り
。
而
か
も
影
響
中
に
於
て
も
東
寺
の
教
絹
と
野
心
の
教
相

と
の
m
問
に
は
幾
多
の
差
蓮
あ
り
、
又
事
相
に
於
て
は
、
小
…
野
｛
炭
澤
に
そ
れ
ズ
・
，

れ
流
蹟
を
異
に
し
、
互
に
臼
偲
口
決
を
簸
ん
じ
初
雛
者
を
し
て
鷹
々
疑
問
を

捜
か
し
む
る
こ
と
あ
り
。
繊
田
穴
奮
正
は
、
薪
義
歯
欝
宗
登
由
派
の
霊
牌
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍
胸
㌻
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哲
　
墨
　
研
　
究
　
　
第
髭
十
五
號

し
て
、
東
台
二
期
に
懸
淫
せ
ら
る
、
厨
か
も
其
の
本
領
は
新
　
義
眞
書
宗
に
、
あ

．
り
。
故
に
古
義
眞
嘗
宗
帥
ち
弘
法
大
師
の
密
教
を
遽
守
す
る
徒
よ
り
塞
書
を

評
せ
ば
、
論
議
す
べ
き
徐
地
は
多
か
ら
む
。
官
等
奥
義
と
稔
す
る
も
、
新
古

を
通
じ
、
台
密
を
も
抱
寓
す
る
も
の
と
遮
聴
す
べ
か
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
綱

要
麺
解
の
揚
合
よ
り
も
、
奥
載
に
於
て
漁
者
の
最
も
注
意
を
要
す
る
こ
と
な

り
密
謀
奥
義
二
巻
は
要
す
る
に
、
密
敏
研
究
者
の
必
誠
す
べ
き
良
書
と
し
て

推
賞
し
て
措
か
ざ
惹
も
の
か
り
。
（
和
装
二
巻
　
定
償
四
圓
丙
午
掛
版
甦
）
（
島

越
蓮
眼
）

　
　
　
繹
泉
綱
要
　
　
　
秋
野
孝
道
著

　
月
次
　
第
一
編
…
　
総
設
　
第
＝
編
　
鴨
騨
心
立
の
絹
承
　

第
二
識
串
　
噸
騨
及
罰
騨
虐
ホ

の
三
原
　
第
二
輩
　
印
度
の
枳
承
　
第
三
｛
単
　
西
天
四
七
の
麗
　
第
四
章
・

支
那
の
畑
…
承
　

一
、
達
磨
以
前
の
輝
法
　
二
、
組
師
西
來
　

三
、
東
地
二
三

の
翻
脚
　
第
帽
章
　
蝋
騨
め
が
の
一
分
汲
　
　
一
、
串
岬
眼
脚
騨
　
一
一
、
崩
陽
頃
北
漸
　
三
、
漁
胸

原
南
荻
の
こ
系
　

四
、
五
家
七
宗
　
五
、
看
話
と
歌
照
　
第
六
章
　
日
本
の

畑
轡
双
　
一
、
鎌
倉
以
前
の
畑
騨
　
二
、
榮
酉
道
元
の
雨
伽
騨
師
「
　
第
七
幽
母
　
二
尊
｝

以
後
の
臨
濟
温
が
　
第
八
出
畢
　
瞥
洞
宗
の
傳
播
　
第
九
出
癖
　
徳
川
時
代
の
藤
宗

　
一
、
紳
頁
重
出
ホ
の
難
…
來
　
二
、
臨
漕
円
宗
の
復
興
　

三
、
欝
回
洞
嗣
察
の
隆
盛
　
第
十

．
雌
畢
　
明
鵠
m
以
｛
後
の
課
騨
｛
ボ
　
第
哩
三
編
　
…
紳
心
示
の
一
五
幽
献
　
第
一
章
　
欄
騨
の
本
・
領

第
二
章
　
正
法
眠
藏
　
第
＝
凱
皐
　
宗
〃
羽
　
第
涌
出
昂
　
班
依
の
纏
典
　
第
五
膏
中

坐
器
差
道
　
第
六
章
　
家
風
の
出
細
岡
脳
　
第
七
崩
早
　
五
剣
家
…
温
風
の
異
岡
　
第
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
八

隠
撮
　
臨
濟
曹
湘
…
の
甲
附
㎜
騨
風
　
．
第
九
論
草
　
洞
肉
大
師
押
と
臨
溶
一
大
師
　
第
十
四
丁

四
料
簡
と
五
位
て
四
料
簡
二
、
五
位
第
＋
一
章
看
話
、
獣
照
の

爾
騨
風
　
第
十
二
章
　
公
案
に
就
て
　
第
十
三
章
　
坐
縄
に
就
て
　
第
四
編

嘱
騨
と
戒
　
第
一
章
　
㎝
騨
門
μ
と
｛
貫
践
　
耀堕

�
｡
　
坐
縄
の
儀
期
　
第
三
漁
　
坐

灘
と
悟
　
箪
四
章
　
坐
灘
の
功
用
　
第
五
章
　
戒
法
　
　
一
、
灘
戒
　
二
、
戒

の
意
義
　
三
、
戒
源
　
第
六
牽
　
十
六
條
戒
　
第
七
踊
躍
　
戒
法
受
持
　
一、

指
墨
持
犯
二
、
止
悪
と
作
善
　
三
、
受
戒
及
其
次
第
第
八
章
騨
戒
一

蜘
　
第
践
編
　
結
言
、

　
著
巻
は
嚢
に
曹
洞
宗
大
細
長
と
し
て
令
名
あ
り
、
現
に
遠
州
可
睡
齋
に
瀦

光
町
面
し
、
幾
百
の
真
白
を
鉗
鎚
し
つ
』
あ
る
作
家
の
磯
將
、
將
に
天
下
の

輿
望
を
負
ひ
、
法
瞳
を
高
く
大
本
肉
永
年
監
寺
に
建
て
ん
と
す
る
學
徳
傘
備

の
大
宗
匠
な
り
、
此
の
師
家
に
し
て
此
の
著
あ
ろ
、
其
の
内
容
の
充
實
、
完

億
推
し
て
知
る
べ
き
の
み
、

　
由
來
、
灘
門
に
罪
す
る
署
麺
は
賢
に
汗
牛
言
置
も
齋
な
ら
ず
、
殊
に
明
治

の
末
葉
以
降
を
最
も
甚
し
と
な
す
、
さ
れ
ど
、
之
等
を
一
々
殿
槍
し
來
ら
ば

羊
頭
を
懸
け
て
狗
肉
を
懸
る
底
の
も
の
其
の
半
を
過
ぐ
と
糞
ふ
も
決
し
て
誇

張
の
言
に
由
る
な
り
、
甚
し
き
に
蓬
っ
て
は
眼
に
一
樹
字
な
き
（
宗
門
上
）
所

謂
學
者
の
鑑
…
雛
随
…
灘
に
成
れ
る
も
の
す
ら
枚
斑
中
に
逞
あ
ら
ざ
る
な
り
、
彼
等

の
所
論
は
畿
は
艶
な
り
と
錐
竜
彌
雲
斎
に
遽
か
り
、
侠
は
快
な
む
と
錐
も
盆


